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文書番号［Gl－000－12－017］文書名［GPA－017SC納入  
改訂年月日  改訂箇所   改 訂 内 容   

）  （頁・行）   （改訂前一→改訂後）   
改 訂 理 由   担 当  承 認   

（・・  
2003．8．7  全項  製品名称変更  識別記号追加   橘   池田   

△l  GPA－017S→GPA－017SA  

2006．6．15  全項  製品名称変更  RoHS対応による   植木   篠原  
△2  GPA－017SA→GPA－017SB  

3頁14行  7．特記事項の追加  

RoHS対応を明記   

2006．11．16   誤記訂正   植木   篠原   
△3   電源電圧5．OV一→6．0V  

2009．05．26   前頁  製品名称変更   トランジスタの生産中止   
△4  GPA－017SB→GPA－017SC  に伴う部品変更の為。  ⑧  ⑨  
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1 概要  
本書は、GPS衛星受信用アンテナの外形、構造および特性について記述する。  

2 名称・型式  

GPSアンテナ  GPA－017SC △4  

3 性能  
3．1定格  

項  目   定 格 値   備  考   

動作温度範囲   －25～700c  

保存温度範囲   －35～75℃  

動作湿度   95％RH以下   但し、結露しないこと   
電源電圧   DC6．0V△3  

3．2電気的特性  

3．2．1アンテナ部特性  
（常温、常湿：25±5℃、65±20％にて）  

項 目   規  格   備 考   

周波数帯域   1575．42±1．023MHz  

偏波   右旋円偏波  

利得   2．OdBi以上：仰角900 にて測定  

－4．OdBi以上：仰角100 にて測定   

軸比   4．OdB 以下：仰角900 にて測定  

3．2．2 LNA部特性（ケーブルを含まず）  

（常温、常湿：25±50c、65±20％にて）  

項 目   規  格   耐環境試験後規格   

周波数帯域   1575．42±1．023MHz   1575．42±1．023MHz   

利得   27．5±5．5dB   26．5：±5．5dB   

雑音指数   1．6dB以下   1．8dB以下   

帯域外減衰量   7dB以上 fo±20MHz   6dB以上 fo±20MHz  

20dB以上 fo±50MHz   19dB以上 fo±50MHz  

30dB以上 fo±100MHz   28dB以上 fo±100MHz  

（fo＝1575．42MHz）   （fo＝1575．42日Hz）   

出力〉．S．W．R   2．0以下   2．0以下   

電源電圧   4．75：±0．75V  ＊1   
消費電流   25mA以下   

＊1 電源電圧：逆バイアス印加時には破損することがあります。   



3．3アンテナ回路部の環境特性  

試験項目   試 験 条 件   判定基準   

高温放置   ＋85℃の雰囲気中に96±2時間放置後、常  2項の電気特性を満足す  

温常湿中に2～24時間放置し、測定を行う。  ること。   

低温放置   －40℃の雰囲気中に96±2時間放置後、常  2項の電気特性を満足す  

温常湿中に2～24時間放置し、測定を行う。  ること。   

高温高湿放置  ＋60Oc±20c、90～95％RHの雰囲気中  2項の電気特性を満足す  

に96±2時間放置後、常温常湿中に2～24  ること。  

時間放置し、測定を行う。   

高温動作   ＋700c±20cの雰囲気中で96±2時間動  2項の電気特性を満足す  

作（印加電圧：6．0V）後、常温常湿中に2  ること。  

～24時間放置し、測定を行う。   

低温動作   －300c±20cの雰囲気中で96±2時間動  2項の電気特性を満足す  

作（印加電圧：4．5V）後、常温常湿中に2  ること。  

～24時間放置し、測定を行う。   

温度衝撃   －40℃（30min）～（5min）～＋850c（3  2項の電気特性を満足す  

Omin）を200サイクル繰り返した後、常温  ること。  

常湿中に2～24時間放置し、測定を行う。  

但し、結露しないことを条件とする。   

4 環境性能  

試験項目   試 験 条 件   判定基準   

防水試験   －30±2℃（2時間）～＋70±20c（2時  機器内部に浸水の形跡が   

（R－3－6）   間）5サイクルの温度サイクル後、常温にて1  ないこと  

時間放置し、水圧3．6kgf／cm2（距離500  

～800m）で1時間注水する。  

次に、＋70±2℃にて1時間放置し、その状  

態で表面まで15分間水に浸す。   

振動試験   1～12．5rlz 全振幅3．2ⅠⅧL 40min、   電気特性および機械性能   
（R－3－2B）   12．5－25Hz 全振幅0．8mm 40min、   に異常無き事  

25～50Hz  全振幅0．2m 40mln、  

X、Y、Z方向でそれぞれ実施   

簡易衝撃試験  動作状態において、一方の底辺を持ち上げ、高  電気特性および機械性能   

（R－3－lrl）   さ5cmより3回連続自然落下。引き続き反対  に異常無き事  

の面の底面についても同様に実施   

連続衝撃試験  製品取付状態にて衝撃台の一端を持ち上げ、自  電気特性および機械性能   

（R－15）   由落下。（加速度：20G、回数：30，000回）  に異常無き事  



5 外観図  

添付の「GPA－017SC 外寸図J（TZ6580AOIT）による。△4  

6 納入形態  

ダンボール箱に、各々1台ずつポリ袋に入れた商品を、適宜、緩衝材を入れて同梱。  

7 特記事項 △2  

本品はRoHS対応品となっています。   




